
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加されたスタッフの方からは，「子ども一人一人

を見て，声をかける大切さがわかった。ほめるタイミ

ング，具体的な声掛けは難しいが，心がけたい。」「今

までの研修会などで学んでこなかった言葉，用語や考

え方を知ることができた。困っている子どもへの対応

方法を試行錯誤しながら努力していこうと思った。」

「まなびに通う児童の顔を思い浮かべながら先生の

話が聞けた。『気になる』は，子どもからの発信とと

らえて，子どもと共に育つ場となるよう，これからま

なびに取り組みたい。」といった感想がありました。 

  

6 月 28 日京都市総合教育センターで，全体研修会として

京都教育大学附属特別支援学校校長，特別支援教育臨床実践

センター教授の相澤雅文先生を講師にお招きし，「「気になる」

子どもの理解と対応」というテーマでご講演いただきました。

（１１１校区から１９５名の放課後まなび教室のスタッフが受講） 

講演では，相澤先生から，子どもの発達段階や「気になる」

子どもへの指導方法などについて，具体的な例を挙げながら，

時に参加者にマイクを向けてコミュニケーションをとりつ

つ，専門的な内容もわかりやすくお話していただきました。 

 

本誌及びホームページ等で各教室のお取組や実践事例など，たくさんの情報を共有していきたい

と思います。ご意見・ご感想など気軽にお寄せください。 

発行 京都市教育委員会生涯学習部放課後まなび教室担当 

〒604-8064 京都市中京区富小路通六角下ル骨屋之町 549（元生祥小学校） 
TEL:254-5015  FAX:254-5020 

 

（28.6.28） 全体研修会を実施

 

放課後まなび教室のスタッフへ向けたテ

ーマ別研修会は１１月１日（火）より実施い

たします。９月末頃に学校を通して案内をお

送りする予定ですので，ぜひご参加いただ

き，今後の放課後まなび教室の取組にいかし

ていただければと思います。 

 

 

 

 

テーマ別研修会のテーマ 
・国語・読書・児童心理 
・手作り体験（新規）・算数 
・実践交流（新規） 

 

 

 

児童がルールやマナーをしっかり身に付けて，実

りある時間を過ごせるように，A４用紙に印刷して

使用し，児童が自分でチェックできる「がんばりカ

ード」を作成しています。 

スタッフの皆様にも児童の目標達成の様子を見

ながら声掛けや励ましをして，児童とのコミュニケ

ーションのきっかけとしていただければ幸いです。 

「がんばりカード」は９月上旬にデータで学校を

通して送信予定です。 

放課後まなび教室に関する情報をお届けする「放課後まなび教室ニュース」。今号は，６月に実施した全体

研修会のことなどを主にお知らせいたします。 


